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【概　要】

地域包括ケア時代にますます期待が大きくなる看護の役割と、がん患者や慢性状況を抱える患者が増加する中で、医療・福祉の

基盤となる緩和ケアについて理解を深める。特に、患者・家族のQOLの維持・向上をめざしたケア、意思決定支援のあり方につい

て学ぶ。同時に超高齢社会のなかで直面する倫理的諸問題を理解し、患者・家族のアドボケートとしての看護の役割について考

える。

【学修目標】

１．緩和ケアの本質を理解し、生活者としての患者を尊重する姿勢の大事さに気づける。

２．医療・ケアの方針決定において、患者・家族の意思決定を支える看護師の役割について理解する。

３．終末期を迎えた人に、その人の人生の幸せなしめくくりが出来るようなケアのあり方について、医療スタッフと協働する方

略が考えられる。

４．緩和ケアの対象の拡大と臨床倫理の重要性について理解できる。

【学修内容】

回 テーマ 授業内容および学修課題 担当者

１

２

１．地域包括ケア時代の看護 ・　社会保障制度国民会議報告書の概要を理解する。

・　地域包括ケアシステムの構成要素と看護の役割

・　自助能力を支援する

・　スキルミックスと看護の役割
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３

４

２．がん医療の全体像と緩和ケア ・　緩和ケアとその本質

・　生活者として患者の理解

・　緩和ケアとトータルペイン：特にスピリチュアル

ケア

・　COVID-19パンデミックと緩和ケア
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５

６

３．緩和ケアと臨床倫理 ・　医療の質と臨床倫理

・　インフォームド・コンセントとコミュニケーショ

ン

・　患者・家族の意思決定を支える。

・　倫理的事例検討

・　倫理と看護師の役割
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７

８

４．超高齢社会と緩和ケア ・　医学・医療の進歩と高齢者のQOL

・　食べられなくなったとき

・　抑制をしない臨床の場をめざして

・　アドボケートとしての看護師

・　時代が変わっても変わらぬ基本的ケアの価値
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【授業実施形態】

面接授業

※授業実施形態は、各学部（研究科）、学校の授業実施方針による

【評価方法】

テーマ毎のプレゼンテーション（25%）とレポート（50%）、デイスカッション（25%）の内容から総合的に評価する。

【教科書】

石垣 靖子：臨床倫理ベーシックレッスン、日本看護協会出版会、2012

【参考書】

随時提示する

【学修の準備】

これまでの臨床経験から、あらためて「緩和ケア」についての自己の理解を整理する。

[学習方法]

テーマごとに、提示する課題のプレゼンテーションと講義により学習を深める。


